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1.　小 学校家庭 科の学習内容 に対 する,児童の興味は，

学習 前と学習後 とでは， どのような差 異を示 すかを一対

比較法によって， 都市と農村の両地域につ いて比較検討

し た。
2.　学習前， 昭和4C年５月 ～７月 と学習後，昭和41年

３月 のそれぞれの期間に，広島県の都市と農村のそれぞ

れ の地域 の１小学校の第 ５・６学年 の児童を対象に調査

用 紙を配 布し て調 査を行なった。

調査用紙の質問項目は，現行の小学校家 庭科学習指導

要領の内容を20項 目に精選して,    l£0対の項目を作成し

た。学習 内容の説明をし 左右いずれか学習したい方の内

容に○印を記入させた。どちらも学びたい，どちらも学

びたくない場合は，多少でも学びたい方に必ず○印を記

入させるようにし た。
3.　アイロン の使い方， ミシンの使い方，日常食の調

理，食事作法，食物 の栄養・献立などは都市・農村と も

に学習前 の興味は大であ り, 学習後 もさらに興味は大と

なっている。

日常着 の正し い着方，つ くろい もの,衣服 の長期保存，

日常のそ うじなど，都市・農村と もに学習前 の興味は小

であったが，学習後は さらに興味は小となってい る。

学習す るこ とに より，興味 のあ る内容はいっそ う興味

を増し ，興味の無い内容はいっそ う興味を失 う傾向 があ

る。 また，都市の場合はすき，きらい の幅 が広 くなって

いるのがめだつ。


